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技術士第二次試験 APEC-semi模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

1 . 多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

（ １ ） い か に 新 技 術 を 導 入 す る か  

 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 、 過 酷 な 就 労 環 境 、 及 び 建 設 業

の 需 要 拡 大 な ど に よ り 、 建 設 技 術 者 不 足 は 深 刻 さ を 増

し て い る ① 。 ま た 、 熟 練 技 術 者 の 退 職 で 経 験 者 の 数 も

減 少 し て い る 状 況 で あ り 、 少 な い 人 数 と 日 数 で 社 会 資

本 の 整 備 ・ 維 持 管 理 、 災 害 対 応 、 都 市 ・ 地 域 開 発 を 進

め な け れ ば な ら な い 。  

 よ っ て 、 人 材 面 ② の 観 点 か ら 、 建 設 技 術 者 不 足 を 補

う た め の 新 技 術 導 入 ③ が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） い か に イ メ ー ジ ア ッ プ を す る か ④  

 建 設 業 は 、 労 働 時 間 が 長 い こ と や 、 週 休 ２ 日 制 が 徹

底 さ れ て い な い こ と 、 ３ ｋ （ き つ い 、 汚 い 、 危 険 ） の

イ メ ー ジ が あ る ⑤ こ と な ど か ら 、 業 界 と し て の 魅 力 が

不 足 し て お り 、 新 た な 技 術 者 の 確 保 が 難 し い 。  

 よ っ て 、 制 度 面 ⑥ の 観 点 か ら 、 い か に 建 設 業 の イ メ

ー ジ ア ッ プ を す る か が 課 題 で あ る 。  

① （１）～（３）すべてに当てはまる背景です。新技術が必要とされる背景を書くべきです。 

② （３）の観点も人材面の観点となっています。記載されている解決策を勘案すると、デジタル化の

進展を背景で述べ、人材面を技術面に変えると良いともいます。 

③ 技術面とすることによって、観点と被ってしまうので新技術を ICT 化に変えると良いのではないで

しょうか。 
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（ ３ ） い か に 入 職 者 を 増 加 す る か  

 建 設 業 は 、 地 域 の 担 い 手 ・ 守 り 手 と し て 、 地 域 経 済

を 支 え て き た 。 し か し 、 少 子 高 齢 化 の 影 響 に よ り 、 今

後 1 0 年 で 多 く の 熟 練 技 術 者 が 離 職 し 、 若 手 の 入 職 者

の 減 少 傾 向 ⑧ が み ら れ る 。  

 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、 い か に 入 職 者 を 増 加 す

る か が 課 題 で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題  

 前 述 の 課 題 の 中 で 、 「 い か に 新 技 術 を 導 入 す る か 」

を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

⑧ すべての課題で建設業の人で不足が背景で語られています。視野が狭い印象を与えかねません。熟

練技術者の対象離職は良い視点だと思いますので、人材確保につなげるのではなく教育や技術の継

承方法といった内容でアプローチしてはいかがでしょうか。 

※  課題をまとめると以下のようにしてはどうでしょう 

（１）人手不足とデジタル化の進展→技術面→ICT化が課題 

（２）能力に見合わない薄給と社旗保険の加入率が低い→制度面→処遇改善が課題 

（３）熟練者リタイヤ→人材面→技術継承が課題 

④ 表現は異なりますが、（３）と同じことを述べていませんか。 

⑤ 「ある」→「定着している」 

⑦ 制度面の観点とありますが、前段で触れられていないです。また、制度とイメージアップがどうつ

ながっているのか分かりません。国交省の「建設業働き方改革加速化プログラム」では給与や社会

保険に関する取り組みがありますので、背景でこれらに触れ制度改革によりイメージアップを図る

といった論調で整理すると良いともいます。 



技術士第二次試験 APEC-semi模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

３ . 複 数 の 解 決 策  

（ １ ） Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ の 導 入  

i - c o n s t r u c t i o n を 全 面 的 に 活 用 す る こ と で 、 業 務

の 効 率 化 を 図 る 。 一 例 と し て 、 三 次 元 測 量 結 果 か ら 三

次 元 の 設 計 図 を 作 成 し 、 そ の 情 報 を Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 に 取 り

組 み 自 動 制 御 す る Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 普 及 拡 大 を 進 め る 。  

具 体 的 に は ⑨ 、 す べ て の フ ェ ー ズ （ 調 査 ・ 計 画 ・ 設

計 等 ） に お い て 三 次 元 モ デ ル を 導 入 す る 。  

例 え ば 、 三 次 元 測 量 結 果 か ら 三 次 元 の 設 計 図 を 作 成

し 、 そ の 情 報 を Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 に 取 り 組 み 自 動 制 御 す る Ｉ

Ｃ Ｔ 土 工 な ど が あ る ⑩ 。  

さ ら に 、 維 持 管 理 に お い て も ⑪ 点 検 ・ 補 修 情 報 を 追

加 し な が ら デ ー タ ベ ー ス 化 や ⑫ 、 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体

で の ⑬ 効 率 化 を 図 る 。  

こ の よ う に 、 事 業 全 体 で 共 有 す る こ と で す べ て の 段

階 で 省 力 化 を 図 る こ と が で き る ⑭ 。  

 

⑨ 前の段落は、十分具体的な内容です。接続詞は、「加えて」ですかね。 

⑩ 最初の段落と同じことを述べています。 

⑪ 「三次元モデルに」を追記。 

⑫ 「や」→「し」 

⑬ 「全体での」→「における」 

⑭ 解決策なので、やることを書きましょう。よって、すべての段階という視点があるので、２段落目

の前に目的を持ってくると良いでしょう。つまり、「省力化を図るため、すべてのフェーズにおい

て三次元モデルを導入し、データの共有化を図る。」でどうでしょう。 
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（ ２ ） Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の 発 注 ⑮  

 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 活 用 を 推 進 す る ⑯ 。 よ っ て 、 発 注 者 の

積 算 に は 、 マ シ ン コ ン ト ロ ー ル 建 機 等 の 導 入 費 用 や リ

ー ス 料 を 組 み 入 れ る 。 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 活 用 の 提 案

で は 、 総 合 評 価 落 札 方 式 に 加 点 、 Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 実 績 で

は 、 施 工 成 績 評 価 に 加 点 す る 。  

さ ら に 、 ３ 次 元 デ ー タ を 監 督 ・ 検 査 で 使 用 し 提 出 書

類 の 簡 素 化 を 進 め る 。  

 

（ ３ ） Ｉ Ｃ Ｔ 点 検 の 推 進  

 Ｉ Ｃ Ｔ 点 検 を 推 進 す る 。 そ れ は 、 大 型 構 造 物 の 点 検

業 務 に お い て 、 少 な い 労 力 で よ り 高 い 精 度 の 点 検 を 行

う た め で あ る ⑰ 。  

 具 体 的 に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ ド ロ ー ン 等 を 用 い た 非 破 壊 に よ

⑮ 内容からするに「ICTを加味した発注と評価」としてはどうでしょうか。 

⑯ 手段が限定的ですし、前項でたっぷり述べているのでワンパターンな印象を受けます。発注フェー

ズでは ICT の活用を前提とした性能発注や総合評価制度の拡大、検査フェーズでは ICT 技術を高く

評価する仕組みづくり、納品フェーズでは３次元データを含め電子納品の拡大といった具合に整理

すると良いと思います。 

※このパートは、言いたいことがバラバラになっている感じを受けます。よって、三次元モデルの活用

ケースを次の順で述べていくと良いと思います。 

１）計画・設計→様々な検討（シミュレーション） 

２）施工→ICT土工 

３）管理→LCCの最適化 
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る 赤 外 線 検 査 を 実 施 す る 。 ま た 、 取 得 し た 大 量 の デ ー

タ か ら 、 Ａ Ｉ に よ る 自 動 診 断 を 実 施 す る 。 さ ら に 、 レ

ン ト ゲ ン 技 術 の 応 用 に よ り 、 内 部 の ひ び 、 鉄 筋 の 腐 食

等 を 発 見 す る ⑱ 。  

 

４ ． 波 及 効 果 並 び に 新 た な リ ス ク と そ の 対 応 策  

（ １ ） 波 及 効 果  

 上 記 の 解 決 策 を 遂 行 す る こ と に よ り 、 労 働 力 の 省 力

化 で 建 設 コ ス ト が 圧 縮 さ れ る こ と や 、 施 工 精 度 な ど 品

質 も 向 上 す る と い っ た 波 及 効 果 が 期 待 で き る 。  

 

（ ２ ） 懸 案 事 項 と そ の 解 決 策  

業 務 が 簡 略 化 さ れ る こ と に よ り 、 技 術 者 の 技 術 力 低

下 が 懸 念 さ れ る 。 よ っ て 、 O J T や O F F - J T を 組 み 合 わ

せ 、 普 段 の 業 務 を O J T で 行 い 、 倫 理 観 や 技 術 を O F F -

J T に よ っ て 学 ば せ る と い っ た 技 術 力 の 低 下 を 防 ぐ ⑲ 。  

 

５ . 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

 業 務 を 遂 行 す る 際 に は 、 常 に 社 会 全 体 の 公 益 を 確 保

す る 観 点 と 、 安 心 ・ 安 全 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し

⑲ 解決策なので文末は、「・・・教育・指導を徹底する。」でどうでしょうか。 

※端的で分かりやすいです。 

⑰ ⑭同様に目的を前に持ってくると良いと思います。「大型構造物・・・点検を行うため、ICT 点検を

推進する。」でどうでしょうか。 

⑱ 発見して終わりではないので、「・・・把握し、予防保全に取り組む。」とかいかがですか。 
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て 維 持 し 続 け る 観 点 と を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 段 階

で 、 こ れ ら を 常 に 意 識 す る よ う 留 意 す る 。    以 上  


